
〇児童一人一人が、伝え合いを通して自分の考えを深めたり、自分の言葉で表現したり
することのできる授業づくりの推進。

〇休み時間に校庭で遊ぶ児童の数を増やし、スポーツを通してのコミュニケーションの
促進を図る。

目標を実現するための具体的行動プラン

下
半
期

(上半期の内容に加えて）
〇他者の意見を聞くことによって、自分の考えを見直したり、まとめたりできるよう毎日の授業でコ
ミュニケーション能力を伸ばす。
〇本時のねらいや活動にあった学習形態を適切に設定し、視点を明確にして話し合うことによって
協働的に課題解決ができるようにする。
〇基礎学力がしっかり身につくような学習内容にする。 下

半
期

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

〇子どもが思いや考えを伝え合ったり、議論したりする場を授業の中において適切に位置づける。
〇既習の内容を発展させて解決できるような学習課題を設定する。
〇実社会や実生活との関わりを重視した学習課題を設定する。
〇学習の見通しをもったり、振り返ったりできるような場面を計画的に位置づける。

上
半
期

〇学習カードや場の設定などを工夫し、身に付けさせたい資質・能力を明確にし、単元づくりをして
いく。そのために、教師の実技研修を充実させるなど、各学年の接続（系統性）を意識した指導が
できるようにしていく必要がある。また、発達段階に合わせた学習カードなどが共有できるように、
ブロックで使用しているカードなどを互いに見合うようにしていく。
〇家庭科では、食育との関連を図り、栄養バランスのとれた食事の大切さを学習する。また、栄養
バランスを考えて調理実習を行う。

（１）体育・健康に関する実態
・市平均と比べ、朝食を食べている児童数が多く、市の
平均を超える結果となった。また、睡眠時間も８時間以
上とれている児童が多い。食育や健康教育の指導の
効果が表れている。
・運動時間は市の平均を大きく下回ってしまっている。
運動時間が年々、減少傾向にある。
・地域のスポーツクラブへの加入者は市の平均と比べ
ると少ない。
・体力テストの結果、市の平均を下回る項目が多く、運
動に親しめていない児童が多い。
（２）体力の概要と要因の分析
・新体力テストの結果を見ると、ほとんどの項目が市の
平均を下回っている。なかでも、「反復横飛び」「ソフト
ボール投げ」「握力」「長座体前屈」の４項目が低い。コ
ロナ渦の生活習慣が続き、運動の時間の確保や十分
に体を動かすことのできる環境がないことが原因と考
えられる。また、休み時間に室内遊びをしている児童
が多いことも原因と考えられる。

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

授業改善
①全校で育成を目指す資質・能力を明確にし、それに向けての授業を行う。また、次の授業につながるような振り
返りの時間を大切にする。②基本的な知識を大切にしたうえで、児童が自主的に学習を進められるよう、授業を
構成していく。③日々の授業や生活の中で疑問をもち、論理的に思考する習慣を身につける。

健康教育
①長縄の記録集会に向けて、全クラスが主体的に運動に取り組もうとする子を育てる。②長縄を通じて、運動との
豊かな関わり方を知り、生涯にわたって運動に関わろうとする子を育てる。③学校栄養職員のリーダーシップのも
と、各担任がそれぞれの学級において、食育を推進する。

担当 教育内容推進部 担当 健康安全部

今年度の目標

健やかな体の育成プラン

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

学力向上アクションプラン

（１）豊かな心に関わる児童の実態
・市学力学習状況調査のアンケート結果から、８割の
児童が学校が安心できる場所と感じている。
・自分にはよいところがある、またはどちらかというとよ
いところがあると、８割の児童が答えている。
・どんなことがあってもいじめはいけないことであると感
じている児童がほとんどである。
（２）これまでの学習の取組状況
・誰もが安心して豊かな学校生活を送ることができるよ
うに、児童へのアンケートや聞き取りを定期的に行い、
こまめに状況を把握してきた。
・年度当初に、職員全体で学校のルールや職員の対
応についての共通理解をはかり、児童に対して同じ姿
勢で指導に当たれるようにしている。
・年２回のＹ－Ｐアセスメントを行い、児童の変化を見取
るようにした。

○子どもの自尊感情や自己肯定感を育てるために、横浜プログラムを活用した授業を
行ったり、児童が安心して自分を表現できる授業づくりに取り組んだりする。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

○毎月記名式で簡単なアンケートを実施し、短いスパンで児童の人間関係や状況等を見取れるよ
うにする。気になることがあれば随時聞き取りを行い、素早く対応する。
○異学年児童同士が交流する活動を通して、集団の中で役割意識を育むようにする。ペア遠足や
ペア活動の内容を見直し、これまで以上に児童の自主性や思いを発揮できる場面を増やす。
○子どもの社会的スキルを高める活動や横浜プログラムを教育課程に位置づけ、子どもの自尊
感情、コミュニケーション力、意思決定や問題解決能力の向上を図る。
○年間指導計画を活用し、学校行事や各教科等、豊かな体験との関連を図った指導を行うように
する。
○校内の重点研究を中心に、児童が「わかった」「できた」を実感し、安心して自分を表現できる授
業づくりに、全校をあげて取り組む。
○年間を通してあいさつ運動に取り組み、児童が自発的にあいさつをしようとする意欲を育む。

下
半
期

中期取組目標
○他者と協働しながら、コミュニケーション能力を伸ばすとともに課題を解決する力を高めます。
　・１年目は、伝え合いを通して自分の考えを深めることのできる授業づくりを推進します。
　・２年目は、筋道を立て深く考えたことを正確に伝え合うコミュニケーション能力を伸ばす学習場面を増やします。
　・３年目は、考えや思いを共有し協働しながら課題を解決する力を伸ばす活動を進めます。
○豊かな体験を通して、基本的自尊感情を醸成するとともに、夢や持続可能な社会の実現に向け努力する姿勢を育みます。
　・３年間を通して、共感体験をさまざまな場面で設けるとともに、SDGｓを意識した教育活動を推進します。

横浜市立 長津田第二小学校

学校教育目標
＜共に学び　思いやり　夢へと向かう　二小の子＞
○深く考え　協働しながら　学び続ける　力を育みます。（知）（公）
○自分を大切にし　相手を思いやる　心を育みます。（徳）
○夢に向かって　たくましく　チャレンジする　姿勢を育みます。（体）（開）

〈言語能力〉
〈自分づくり〉

〈問題発見解決能力〉

具体化した資質・能力

感じたことを言葉にする力　伝え合うことで自分の考えを深化させる力
他者を理解する態度・自己を理解する姿勢

好奇心　問題を発見する力　試行錯誤する能力

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

令和７年度

人権教育
①全校遠足やペア集会など異学年交流の機会を設け、ペア学年との活動を毎月行うことで、相手を思いやる力やそれを行動に移す力
を養う。②Ｙ－Ｐアセスメントの分布図に応じて横浜プログラムの中から活動を選んで取り組み､子どもたちの自尊感情を育む。③児童
理解研修や職員の人権意識を高める研修を計画・実施する｡

担当 児童支援部（人権福祉教育）

豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

(1)学力に関わる児童の実態

全体的には横浜市の平均を上回っているが、

学年によっては学力、学習意識、生活意識が平

均と同じくらいもしくは低くなっている。また、学習

意識と学力とに連動が見られない学年がある。

学習内容が児童の意欲と結びついているのか、

見直す必要がある。

（２）これまでの学校の取り組み状況

基礎的・基本的な知識技能の確実な習得を

図ってきている。学習に関しては個人差が大きく、

個に応じた指導を心掛けている。さらに、主体

的・対話的な深い学びの実現を目指して、授業

の中での伝え合い・学び合いの機会を増やして

きている。

その結果、聞くことや話すことを通して人とのか

かわり合いができるようになってきたと感じている

児童の割合が増えてきている。


